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男
性
最
高
齢
者
は
運
天
さ
ん
（
101
）

市
内
最
高
齢
者
は
、
大
正
２
年
１１

月
２５
日
生
ま
れ
の
𠮷
本
と
め
の
さ
ん

（
１０７
）
で
す
。
男
性
最
高
齢
者
は
、

大
正
８
年
９
月
１６
日
生
ま
れ
の
運
天

政
安
さ
ん
（
１０１
）
で
す
。

𠮷
本
さ
ん
は
「
長
寿
の
秘
訣
は
人

に
優
し
く
す
る
こ
と
と
あ
い
さ
つ
す

る
こ
と
。
歌
（
特
に
童
謡
）
が
好
き

で
、
よ
く
歌
っ
て
い
る
」
、
運
天
さ

ん
は
「
コ
ロ
ナ
で
な
か
な
か
会
え
な

い
が
、
２
人
の
ひ
孫
に
会
う
こ
と
が

楽
し
み
」
と
話
し
ま
し
た
。

市
は
、
最
高
齢
の
男
女
と
今
年
１００

歳
に
な
る
皆
さ
ん
に
、
長
寿
を
祝
い

記
念
品
と
祝
詞
を
贈
り
ま
す
。

問
市
地
域
・
高
年
福
祉
課
!

７８４
・

８
０
９
９
。

◆
市
民
手
話
講
座
講
師
派
遣
事
業

市
は
、
手
話
を
学
び
た
い
市
内
在
住

・
在
勤
・
在
学
者
な
ど
が
過
半
数
を
占

め
る
５
人
以
上
の
団
体
を
対
象
に
、

手
話
講
師
（
聞
こ
え
る
講
師
と
ろ
う

講
師
各
１
人
）
を
派
遣
し
ま
す
。

年
間
最
大
１０
回
（
１
回
当
た
り
２

時
間
ま
で
）。回
数
は
要
相
談
。無
料
。

◎
要
約
筆
記
者
を
派
遣

中
途
失
聴

者
、
難
聴
者
な
ど
を
対
象
に
、
病
院

の
受
診
や
講
演
会
な
ど
で
内
容
を
要

約
し
、
文
字
で
伝
え
る
要
約
筆
記
者

を
派
遣
し
ま
す
。
無
料
。

＊

＊

*
市
障
害
福
祉
課
!

７８４
・
８
０
３

２
（
フ
ァ
ク
ス
７８４
・
８
０
３
６
も
可
）

へ
。

◆
福
祉
サ
ポ
ー
タ
ー
ポ
イ
ン
ト
事
業

福
祉
サ
ポ
ー
タ
ー
ポ
イ
ン
ト
事
業

は
、
市
が
福
祉
サ
ポ
ー
タ
ー
受
け
入

れ
機
関
と
し
て
登
録
し
て
い
る
介
護

施
設
や
障
が
い
者
施
設
な
ど
で
活
動

を
行
っ
た
人
に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す

る
仕
組
み
で
す
。

１
時
間
の
活
動
に
つ
き
１
ポ
イ
ン

ト
付
与
。
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
助

成
金
や
い
た
み
ん
ポ
イ
ン
ト
に
交
換

か
健
康
福
祉
基
金
に
寄
付
で
き
ま

す
。対

象
は
本
市
在
住
の
２０
歳
以
上
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
に
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

問
福
祉
サ
ポ
ー
タ
ー
の
登
録
や
ポ

イ
ン
ト
申
請
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
!

７８０
・
１
０
４

５
、
助
成
金
の
交
付
は
市
地
域
・
高

年
福
祉
課
!

７８４
・
８
０
９
９
。
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(
)
(
)
(
)
(
)
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９
月
２１
〜
３０
日

は
「
秋
の
全
国
交

通
安
全
運
動
」
の

実
施
期
間
（
２１
日

㈫
は
「
交
通
安
全

意
識
を
高
め
る

日
」
、
３０
日
㈭
は

「
交
通
事
故
死
ゼ

ロ

を

目

指

す

日
」）
で
す
。

同
運
動
の
重
点

推
進
項
目
は
次
の

通
り
。

▽
子
ど
も
と
高

齢
者
を
は
じ
め
と

す
る
歩
行
者
の
安

全
の
確
保
▽
夕
暮

れ
時
と
夜
間
の
交

通
事
故
防
止
と
歩

行
者
な
ど
の
保
護
な
ど
安
全
運
転
意

識
の
向
上
▽
自
転
車
の
安
全
確
保
と

交
通
ル
ー
ル
順
守
の
徹
底
▽
飲
酒
運

転
な
ど
の
悪
質
・
危
険
な
運
転
の
根

絶
。

同
運
動
に
ち
な
み
、
市
と
伊
丹
警

察
署
、
伊
丹
交
通
安
全
協
会
な
ど
は

同
期
間
中
、
次
の
通
り
啓
発
活
動
を

行
い
ま
す
。

▽
市
内
街
頭
で
自
転
車
利
用
者
に

安
全
利
用
を
呼
び
掛
け
▽
公
用
車
を

活
用
し
、
交
通
ル
ー
ル
の
順
守
や
交

通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
呼
び
掛
け
。

問
市
都
市
安
全
企
画
課
!

７８４
・
８

０
５
５
。

◆
全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査

を
実
施

国
は
、
９
〜
１１
月
に
か
け

て
、
全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

同
調
査
は
お
お
む
ね
５
年
ご
と
に

実
施
し
て
お
り
、
道
路
の
計
画
・
建

設
・
管
理
な
ど
に
つ
い
て
の
基
礎
資

料
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
、
道
路
の

状
況
調
査
や
自
動
車
の
利
用
実
態
調

査
を
行
い
ま
す
。

無
作
為
に
抽
出
さ
れ
た
各
世
帯
に

調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局

兵
庫
国
道
事
務
所
計
画
課
!

０７８
・
３３１

・
４
４
９
８
。

◆
１０
月
１
〜
７
日
は
全
国
労
働
衛
生

週
間

全
国
労
働
衛
生
週
間
は
、
働

く
人
の
健
康
の
確
保
・
増
進
を
図

り
、
快
適
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
職

場
づ
く
り
に
取
り
組
む
週
間
で
す
。

今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
向
き

合
お
う
！

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

健
康
管
理
」
で
す
。

労
働
者
が
健
康
で
安
全
か
つ
快
適

に
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
職
場
を

点
検
し
、
過
重
労
働
を
無
く
し
、
心

と
体
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
ま
し

ょ
う
。

問
兵
庫
労
働
局
健
康
課
!

０７８
・
３６７

・
９
１
５
３
。

◆
偽
物
の
輸
入
に
ご
注
意
を

近

年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
販
売
を

利
用
し
て
個
人
輸
入
さ
れ
た
物
品
の

中
に
、
知
的
財
産
侵
害
物
品
（
偽
物
）

が
多
く
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

知
的
財
産
侵
害
物
品
と
認
定
さ
れ

た
場
合
、
関
税
法
に
基
づ
き
税
関
に

没
収
さ
れ
、
日
本
へ
の
持
ち
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
。

海
外
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
販

売
を
利
用
す
る
場
合
は
、
極
端
に
値

段
が
安
い
商
品
に
気
を
付
け
る
な
ど

注
意
し
て
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

問
神
戸
税
関
尼
崎
税
関
支
署
!

０６

・
６
４
８
１
・
６
１
９
６
。

９月２１～３０日

秋の全国交通安全運動

伊
丹
広
２
面

０
９
１
５
０
２

井
❶
尚
❷
藤
❸
藤
❹
尚
❺
井
❻
尚
❼
尚
❽
井
❾
尚

𠮷本とめのさん運天政安さん

過
去
の
街
頭
啓
発
活
動
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工
芸
セ
ン
タ
ー

各
種
講
座
を
開
催

工
芸
セ
ン
タ
ー
は
、
各
種
講
座
を

次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

い
ず
れ
も
東
リ

い
た
み
ホ
ー
ル

で
。

★
陶
芸
講
座
「
注
ぐ
器
を
つ
く
る
」

【
日
時
】
９
月
１７
日
〜
１０
月
２９
日

の
金
曜
（
全
７
回
）
午
後
１
時
半
。

【
内
容
】
カ
ッ
プ
や
湯
飲
み
、
ポ

ッ
ト
な
ど
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
器

作
り
。

【
定
員
】
１６
人
。

【
受
講
料
】
１
万
４
千
円
（
材
料

費
別
）。

★
型
染
講
座
「
気
軽
に
始
め
る
型
染

入
門
〜
ス
テ
ン
シ
ル
技
法
」

【
日
時
】
１０
月
６
〜
２７
日
の
水
曜

（
全
４
回
）
午
前
１０
時
半
。

【
定
員
】
１５
人
。

【
受
講
料
】
１
万
２
千
円
（
材
料

費
別
）。

★
ル
ネ
サ
ン
ス
ギ
タ
ー
製
作
講
座

【
日
時
】
１０
月
２３
日
〜
来
年
１
月

８
日
の
土
曜
（
全
８
回
）
正
午
。

【
定
員
】
１２
人
。

【
受
講
料
】２
万
４
千
円（
材
料
費

別
）。

★
伊
丹
ジ
ュ
エ
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
オ
ー

プ
ン
講
座
「
基
礎
を
鍛
え
る
！
こ
だ

わ
り
ジ
ュ
エ
リ
ー
制
作
」

【
日
時
】
１１
月
２１
日
〜
１２
月
１２
日

の
日
曜
（
全
４
回
）
午
後
２
時
。

【
内
容
】
火
を
使
わ
な
い
ジ
ュ
エ

リ
ー
制
作
。

【
定
員
】
１６
人
。

【
受
講
料
】
８
千
円
（
材
料
費

別
）。

＊

＊

*
電
話
で
工
芸
セ
ン
タ
ー
!

７７２
・

５
５
５
７
へ
。
先
着
順
。

不
易
と
流
行

ふ

え
き

「
不
易
」
と
は
時
代
を
超
え
て

変
わ
ら
ぬ
も
の
、
「
流
行
」
と
は

時
代
と
と
も
に
変
化
す
る
も
の
の

こ
と
で
す
。
両
者
は
本
質
的
に
相

反
す
る
も
の
で
は
な
く
、
相
補
う

べ
き
も
の
で
、
流
行
を
得
れ
ば
お

の
ず
か
ら
不
易
を
生
じ
、
ま
た
、

不
易
に
徹
す
れ
ば
そ
の
ま
ま
流
行

を
生
ず
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。

江
戸
時
代
に
活
躍
し
た
芭
蕉
は

「
奥
の
細
道
」
の
旅
を
通
し
て
俳

諧
・
芸
術
全
般
に
通
じ
る
本
質
的

ま
こ
と

な
真
理
「
風
雅
の
実
」
に
到
達
し
、

「
不
易
流
行
」
の
理
念
に
目
覚
め
ま

し
た
。
そ
し
て
、
最
高
傑
作
の
紀
行

文「
奥
の
細
道
」を
執
筆
し
た
の
で
す
。

は
く
た
い

か

か
く

冒
頭
の
「
月
日
は
百
代
の
過
客
に

し
て
、
行
か
ふ
年
も
又
旅
人
也
」
と

い
う
一
節
は
、
人
生
を
旅
と
観
ず
る

芭
蕉
の
人
生
観
の
表
れ
で
あ
り
、
流

転
変
化
す
る
こ
と
こ
そ
が
宇
宙
に
お

け
る
不
変
の
原
理
で
あ
る
と
い
う
不

易
流
行
の
理
念
を
打
ち
出
し
た
も
の

で
し
た
。

変
化
し
て
い
く
時
の
流
れ
の
中
で

見
た
人
間
の
営
み
の
儚
さ
、
変
わ
ら

ぬ
自
然
の
営
み
へ
の
憧
れ
は
、
「
夏

つ
わ
も
の

草
や
兵
ど
も
が
夢
の
跡
」
と
い
う
句

を
詠
ん
だ
「
平
泉
」
の
章
に
強
く
表

れ
て
い
ま
す
。

か
き
も
り

ま
た
、
柿
衞
文
庫
の
創
設
者
で
あ

る
岡
田
柿
衞
翁
は
、
芭
蕉
を
筆
蹟
と

い
う
新
し
い
角
度
か
ら
捉
え
、
そ
の

芸
術
と
人
間
性
を
考
察
し
、
そ
の
筆

蹟
に
は
時
代
的
な
進
歩
展
開
が
あ
る

と
同
時
に
、
生
涯
を
通
じ
て
変
わ
ら

な
い
不
動
の
本
質
的
個
性
が
あ
る
と

述
べ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
両
者
が
渾
然
融
合

し
て
芭
蕉
の
書
風
を
形
成
し
て
お

り
、
芭
蕉
風
雅
の
理
念
で
あ
る
不
易

流
行
が
書
に
も
立
派
に
具
象
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
示
し
た
の
で
す
。

現
在
、
同
文
庫
は
長
期
休
館
中
で

す
が
、
こ
の
１０
月
２
日
か
ら
東
京
都

文
京
区
に
あ
る
永
青
文
庫
（
理
事
長

'
細
川
護
熙
氏
）
に
お
い
て
、
秋
季

展
「
柿
衞
文
庫
名
品
に
み
る

芭
蕉

―
不
易
と
流
行
と
」
を
開
催
し
ま

す
。芭

蕉
筆
蹟
研
究
の
第
一
人
者
で
あ

る
柿
衞
翁
が
厳
し
い
鑑
識
眼
を
も
っ

し
ゅ
う
し
ゅ
う

て
蒐
集
し
た
名
品
を
一
堂
に
公
開

し
、
芭
蕉
の
俳
諧
風
雅
の
精
神
「
不

易
流
行
」
に
迫
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
多
く
の
方
に
本
市
に

あ
る
同
文
庫
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

え
る
こ
と
を
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。

問
柿
衞
文
庫
!

７８２
・
０
２
４
４
。

芭蕉筆「旅路の画巻（三画一軸の内）」（部分）柿衞文庫蔵

食欲の秋

サツマイモ掘り園

東野地区周辺の観光農園でのサツ
マイモ掘り体験参加者を次の通り募
集します。
▷日時＝１０月９～３１日の土・日曜
午前１０・１１時、午後１・２時▷会場
＝東野地区周辺の観光農園▷対象＝
県内在住で同居している家族（１組
最大８口まで）▷入園料＝１口（４
株）各８００円（スコップ、袋など持
参）。
!９月１５～２８日に電話で市農業政
策課!７８４－８０５０（市ホームページ
から電子申請も可）へ。

この広報紙は９万１０００部作成し、印刷経費は１部あたり６円です（内訳：市負担分３円・広告収入分３円）


